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射前，及び照射後，更lと妊娠中毒症の場合について
も今後研究を進めていくつもりである。又 I131ーベ
シガルロ{ず使用による肝機能検査も今後行って見
たいと思っている。
17.吾が教室に於ける脳下垂体照射の統計的観察
村田翠，熱田英堆
宮崎静一，和賀井達
人見一郎(産婦人科)
1983. C. G. Hartman及び c.Smithは猿に就
てー側のレユ/トゲン線量 60~400 rを以って脳下垂
体を照射したところ無排卵の動物に於ても何等有害
な障害作用を残さず全例の 13!L.排卵及び妊娠させ
る事が出来た。
わが国に於ては安井等が 1934年に初めて産婦人
科疾患の治療に脳下垂体の「レJ線照射を応用しそ
の卓効ある事を報告しその後多くの追試者lとより同 
様の効果が確認さる。
作用機序: 間脳照射は間脳視丘下にある自律神
経の調節中枢を照射刺激する事により中枢に複雑な 
愛化を生じ前葉機能を充進し前葉内分泌は他の内分
泌系民作用，或は直接的に他臓器に刺激を伝達し逆
に間脳に作用し失調状態の諸臓器機能を調整して 
Hormon-ba lanceを快復し臨床効果を現わす。 
18.過長瞬帯について
堀敬明，斎藤友宏
稲葉博満，田村良男
王真麗〈産婦人科)
過長隣帯の頻度は極めて小なるも，乙のもの〉脱
垂，巻絡を起す頻度極めて大なるため，分娩遷延，
ひいては胎児死亡の原因となる。瞬帯の長さは普通
妊娠未期にて 50~60cm と云われて居り，当教室の
昭和 33年度の分娩 599例についての平均値は 57 
cmであった。当教室における過長瞬帯例は過去 8 
年間の分娩数 3556例中 6例であった。当教室で経， 
験した最高は 150cmであるが，他の人.の報告では
最高 300cm (Schneider) となっている。次いで
巻絡との関係は，当教室 2年間の分娩 1415例中巻
絡 64例 (4.4%)に対し，過長隣帯 2例中 1例 (50
%)にて非常に高頻度を示している。経験せる症例
は30才初産婦にて満期産にて瞬帯の長さ 102cm巻
絡 4回を示していた。 
19.正常妊婦並びに習慣性流産を惹起し易き妊婦
の一日尿中ビタミン B1排j世量並びに負荷試 
験による排j世量について
玉川勝郎，浅井恒宏，森真治
草壁多子(産婦人科)
妊娠時の新陳代謝の~化については種々の方向か
ら検討が加えられているがピタミシ代謝に関しては 
現在は未だ充分とはいえない状況である。特Iと私は
妊婦に不足し易いと言われるピタミy'81について
検討した。検査対照として選定したのは昭和 33年 
8月以降夷隅郡国吉病院産婦人科外来，入院した妊 
婦 198名である。
一日尿中ピタミソ 81排世量については妊娠初期
児明らかに低く ，7カ月に最高値を示している。然
し対照値に比較すればなお低値を示している。負荷
試験においても同様の経過をたどっている。習慣性
流産の一日尿中ピタミy'81量は一般妊婦の最低値
を更に下廻る値を示している。以上妊婦のピタミ Y
81は欠乏状態にありこの時期のピタミ y'81の積極
的補給は意義があると思う。
，20.正常並びに異常妊娠に於ける胎盤中の Ca，
Mg量の消長について
塩田昭夫，今関治邦
今西綾子(産婦人科〉 
1) 吾々は人胎盤の Ca，Mg量について生理的
病的要因の基に研究し現在まで 48例の成熟未熟正
常異常胎盤について柳沢氏法により検索した。 
2) 正常成熟含血人胎盤にては Ca量は 47.8mg 
%総合量は 250.5mgで Mg量は 8.74mg%総合量
は46.15mgであった。 
:3) 成熟異常含血人胎盤にては Ca量は中毒症 
83.6mg%子滴 101.6mg%で前者よりは著明に多
く Mg量は 6.16mg%で前者よりは明らかに少
い。
4) 未熟胎盤については各月数lとより異なるが 
Ca，Mg共にほ Y月数l乙比して増加する傾向がある
が症例が少いので今後の研究に期待したいと思う。
21.肺切除術後血胸成因に対するヒスタミンの意 
襲
。石 JI! 昌，林道之，望月秀男
松本三郎，大多和寿一，小林 清
和頴秀岳，鈴木秀夫，野原 宏
高岩清彦，水烏川和美，山野 元
大塚輝男，香田真一(第一外科)
肺切除術後血胸の成因を血管性因子の商から検討
l
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した。私達はこの因子としてヒスタミソを取りあげ
本学薬理学の新定量法を用い術前，後の斐動を測定
した。
動物実験において成犬の開胸，肺手術燥作，低酸
素負荷等により肺静脈血中にヒスタミンの増量を認、
め，家兎の実験的肋膜炎・血胸の血中，および，胸
陸液中にヒスタミンの増量を認めていた。また病理
組織学的検索はより実験的血胸肋膜に肥幹細胞の増
加を認めた。
乙の実験から開胸し肺 K手術操作を加えるとヒス
タミ yの増量することがうかがえる。
肺切除 23例の臨床実験では術直後から血中，胸腔
液中氏ヒスタミシの増量がみられ急激に減量するも
の (1型)，徐々に減量の傾向を示すもの (II型〉
とがあった。術中出血量，術後吸引量と血中及び胸
腔液中ヒスタミゾとの関係を比較検討しヒスタミン
の増量の傾向を示すもの (II型) (ζ出血量，吸引量 
が多く術後血胸発生率が高かった。
ヒスタミンは毛細血管拡張，透過性允進，血管透
過性の減弱等の因子として知られているのでヒスタ
ミy増量はlIrL胸成因の一因と考えられる。
22.肺癌および非結核'1'生慢性肺気管支疾患におけ
る気管支上皮の異常所見について
三村孝一，渡辺六郎，上川名誠一
今井辰治，三浦正，田那村保
高橋 弘，木村政章，鈴木政実
葉 政芳，青木昭治，相楽恒俊
桑原 久，中村常太郎(第一外科〉
第一外科教室において切除の行われた非癌性慢性
肺気管支疾患 42例および肺癌 29例について気管支
上皮の異常所見を病理組織学的にみ，癌準備状態の
検索を行った。
非癌肺l乙は上皮異常所見として化生，増殖が相当
高い頻度比認められるが全例炎症に附随して発生し
悪性像との関係は明らかにすることが出来なかっ
た。
また癌肺にも同様な異常所見が見られるが炎症と
は関係なく，腫蕩周辺にこれらの所見が認められ，
腫療の発生と異常所見との因果関係が相当密接なこ
とが推定されるものがあった。乙の場合これらの所
見と臨床的事項とを特に関連づけることは出来なか
った。
結局気管支上皮における化生，増殖は非癌性慢性
肺気管支疾患、および肺癌民共通した菱化で，乙れら
の~化が直接炎症と関係なく肺組織に一様に生じた
場合，発癌との関係が濃厚になると考えられる。
23. クロロサイアザイドとハイド口・クロロサイ
アザイドの血圧下降機転
。木川田隆一，神田収弦
和田康敬(第  2内科)
グロロサイアずイドを，高血圧症 11名について
観察した。血疑量は，ゃく 17%へり， 7名におい
て，細胞外液量が 11以上へった。
血圧は， 7名lとおいて，有意にさがり，とくに，
縮期圧のさがりがいちじるしし可。乙のさい，立位性 
低血圧症は起しにくい。
心・脈管力学的分析では，心拍量，分時送血量が
ヘり，末梢流血抵抗，脈管弾性抵抗がます傾向にあ
る。それゆえ，この降圧作用は，緊張充進性血圧下
降である。 UFZと DAZのへりにより， ASZは，
や h 短縮し， ATZも，ゃい短縮し，心拍量，
分時送血量のへりに対応する。心拍量も心送血量も
へるが，そのために，心が圧反応をとらなければな
らないほどには達しない程度にと Yまる。
ハイドロ・グロロサイアずイドは，グロロサイア
ザイドと，や)，.，異なる印象をもっ。
なお，本剤の併用 Kよって，節プロヅグ性降圧剤
の有効量と副作用をへらすことができる。
